
 

                                                       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

       

 

    

  

 

 

 

 

 

 

  

日 月 火 水 木 金 土 

 1 2 3 4 5 6 

7 8 9 10 11 12 13 

14 15 16 17 18 19 20 

21 22 23 24 25 26 27 

28 29 30     

 

 

 

お知らせ：当院では、いつもご来院されている皆さんへ、生活にお役に立てていただけるよう

な耳寄りな情報や、当院のお知らせなどをご案内いたします。 

お時間がある時にでも、お気軽にご覧いただき、お楽しみくださいね。 

どうぞよろしくお願いいたします。             院長○○ ○○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２０１９．４月号 

４月号 

月号 

月号 

WITH通信  

April 

昭和の日(２９日)、退位の日(３０日) 

発行／ WITH治療院 

住所：〒542-0062 大阪府大阪市中央区上本町西5-2-7Mido上本町BLD502  

ＴＥＬ：06-4304-0255  Ｅメール：with.uehonmachi@gmail.com 

 

 

こんにちは！院長の金子です。いかがお過ごしでしょうか？春は桜の季節ということで、お花見を楽し

みにしている方も多いのではないでしょうか。 

そのお花見ですが、奈良時代にはすでに存在していたそうです。しかし、当時は「桜」を見るのではな

く「梅」を見て楽しんでいたようです。「梅」から「桜」に変わったのは平安時代だそうですが、その時の

お花見は今のようにどんちゃん騒ぎをするようなものではなく、貴族が桜を愛でながら歌を詠んで楽しむ

という、とても優雅なものだったそうです。 

現在のように一般庶民にお花見が普及したのは江戸時代で、徳川幕府三代将軍「徳川家光」から暴れん

坊将軍でおなじみの八代将軍「徳川吉宗」にかけての将軍たちが、庶民でも花見が楽しめるようにと、大

規模な桜の植樹を行っていってからのことでした。 

特に吉宗の時代では厳しい倹約令が出されていたころでもあり、少しでも庶民のうっぷんが晴らせるよ

うにとお花見を推奨したらしいとのことです。桜の花粉には興奮作用のある「エフェドリン」という成分

が含まれているため、楽しく騒いでしまってうっぷんを晴らせるいい機会だったのでしょう。 

4 月は新しい年度が始まって、生活環境や職場の環境が変わって、気を使ってしまう機会が増える季節

でもありますので、そんなときは友人や家族でお花見をして盛り上がったり、もしも大人数が苦手という

方は平安貴族のようにしっとりと桜を楽むのもいいですね。忙しくてお花見の時間がなかなか取れないと

いう方も、通学や通勤の電車の中からでも線路沿いや町中の風景の中に、ほぼ必ずと言っていいほど桜を

みる機会はありますので、少し目を向けて、日本の四季を楽しんでみてはいかがでしょうか・・・ 
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※吹き出しは、枠に入れて頂いた画像やお写真に合

った先生やスタッフさんのメッセージを例のよ

うに書いて頂けるスペースとなっています。 

例)旅行に行ってきました！！ 

例)はじめまして！！ 

新スタッフの○○です。 

 

※枠の中には、各イベントなどの写真画像を入れたり、

お写真を直接貼って頂いたり、ご自由に編集可能と

なっております。 

 

「吹き出し」や「枠」「矢印」は、拡大・縮小、移動、

コピーが出来ます。 

２０１９．４月号 


